
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自然農は、耕さず、草や虫を敵とせず、肥料農薬を必要としない、生命
い の ち

の営みに沿う農の在り方です。 

この自然農は、ただ食をまかなう術としてだけでなく、その在り方から学ぶことは、今に解決しなければ

ならない沢山の課題に一つ一つ答えを出すことのできるものです。 

昨年は、世界中で災害の多い年でした。ベネチアの街が 1.5m の高さまで水に浸かったり、日本でも三度

ほど襲ってきた台風による水害、そして長引く火山性地震･･････。 あらゆる気象変動は、もはや、あたり

前のごとく、受け止められていますが、私たちヒト
● ●

もその大いなる自然界の一部です。 

今や私たちの生
い

命
のち

そのものも、様々な変化をきたしていて、病や発達障害、自閉症、ひきこもりなど、一

人一人は自らの生命を十全に生きたいのに、そうはならないつらい状況を解決する手立てを多くの人が模索

している今ともなっています。 

一人一人の生命は、ある時、この世に生を受けて、個々の大切な生命を自ずから楽しんで、幸せに全うす

ることができるはずです。 

この美しいわが故郷地球を、これ以上汚すことなく、壊すことなく、次の世代へ、次の生命へと十全に手

渡ししてゆきたいものです。 

今回は、日々の暮らしの在り方、生き方を自らの哲学とし歩んでこられた、二組の素敵なご夫婦を発表者

としてお招きしています。またとないこの機会に一人でも多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

日時   2020 年 1 月 19 日（日） 
場所   
          糸島市潤 1-22-1  
 

定員   100 名  （要予約） 
参加費  1000 円 お昼の弁当はご持参下さい。 

日程     

予約･問い合わせ   ☎ 092-325-0745  (鏡山)    ☎ 090-7927-2726 (村山) 

9:30   受付 

10:00   開始 

「自然農のある暮らしとその生き方を求めて」 

    発表と質疑応答  中村康博・洋子 

12:00  昼食・休憩 

13:00  発表と質疑応答  石黒完二・文子 

14:30  休憩・お茶 

15:00  全体でディスカッション 

17:00  終了 

 

糸島市健康福祉センター 「あごら」 視聴覚室    

中村 康博さん・洋子さん 
奈良県宇陀市にて自然農で自給する暮らしを営

む。2014 年に「赤目自然農塾」の代表を川口由一

さんより引き継ぐ。 

石黒 完二さん・文子さん 
富山県の山間地にて自然農で自給自足の暮らしを

営む。電気もガスも使わず、5 人の子供を育て上げ

る。「富山自然農に学ぶ会」を主宰。 

福岡自然農塾 見学学習会特別企画 

 特別ゲスト  

自然農のある暮らしとその生き方を求めて  

※ 終了後、ゲストを交えて、食事をしながらの懇親会を予定しています。会場の都合で参加人数が限ら

れますので、こちらも予約制です。希望される方は、合わせてお申し込み下さい。 

  

 



 

 

 

〇中村康博（61）奈良県宇陀市在住  自然農歴 20 年 赤目自然農塾代表 

「出会い～自然農と大安心の世界～」 
 

 7 畝の田圃と１反 3 畝の畑を一人で栽培。田植え、稲刈りなどは家族 3 人ですることもある。結婚

した翌年、当時住んでいた西宮市で阪神大震災に遭う。都会での暮らしがいかに脆弱かを知り、どう

生きていくかを問う日々となる。 
1999 年に妻と一緒に訪れた赤目自然農塾で初めて自然農や川口由一さんの存在を知る。川口さん

の立ち居振る舞いや塾の雰囲気から大安心を感じ、すぐに夫婦で入塾する。 
2001 年より川口さんの実習のお手伝いをするスタッフとなる。 
2004 年 西宮市から奈良県宇陀市へ移住。 
2006 年 子供を授かり約一年後、子供と過ごす時間を増やしたくて会社を退職。その後近所の棚

田を借り、自給を目指して農的暮らしを始める。 
2014 年、川口さんより赤目自然農塾の代表を引き継ぎ今に至る。 

 

 

〇中村洋子（53）奈良県宇陀市在住  自然農歴 20 年 
 

「本当のことを学ぶ喜び」 
 

愛知県生まれ。都市郊外のニュータウンで育つ。 
結婚後間もなく阪神大震災が起こり、沢山の人々の死に直面する。それをきっかけに、価値観が 180
度変わる。 

生き方を模索する中で、川口由一さんと自然農に出会い、赤目自然農塾で学び始める。 
その後、スタッフ（台所方、入塾者の案内、実習のお手伝い）としても更に学ぶ機会を得る。 
38 才の時、念願の田舎暮らしを始め、その翌年、妊娠。「私もいのちだ」と強く実感する。 
40 才で娘を出産。その後、赤目は卒塾し、子育て中心の農的暮らし。自然農、漢方、そして生命の

世界のことを暮らしの中で今も学び続けています。 

 
 

〇石黒完二（63）・文子（61）富山県富山市在住  自然農歴 30 年   
富山自然農に学ぶ会主宰 

「自然農を生きる ― 自足する暮らし―」 

田 1.3 反、畑約 3 反（休ませながら２反程作付） 
都会育ちの私たちでしたが、百姓になりたくて愛知県の山間部で有機農業を６年。川口由一さんに

出会い、田んぼを見て、全て自然農に。より小さな暮らしを求めて、富山の雪深い山里に移り住み、

電気やガス、電話のない暮らしを始めました。 
沢から水を引き、薪を集めてごはんや風呂を炊く。灯りはランプやろうそくで。学校に行かない５

人の子供たちとドタバタ毎日にぎやかに、田畑で仕事をしたり、山で山菜やきのこを採ったり、川で

魚を釣ったり、小屋や家を建てたり、本を読んだり遊んだりして暮らしてきました。 
冬は２メートルを超える積雪があり、農作業のできる期間も限られます。なかなか自給するまでの

作物はできず、上手になったこともあるし、なかなかうまくいかないこともあるし･･･で、いつの間

にか子供たちは育ってゆき、今は、夫婦 2 人で、やっぱり同じような暮らしをしています。 
車も乗るし、チェーンソーや刈払機、発電機（籾摺り、精米、電動工具など）を便利に使っている

生活です。 
県内で 3 ケ所の学びの場があり、それぞれの場所で集まった皆さんと学ばせてもらっています。 
夫婦や親子などの人間関係や病気や、生きていればいろんなことがあるなあと思うこの頃ですが、

毎日田畑に立てる、山に生かされる暮らしは幸せだなと実感しています。 

発表者のプロフィール 

 

 

福岡自然農塾のホームページはこちら 
http://www.asahi-net.or.jp/~ir2e-kgmy/ 
※特別企画の案内の動画もあります。 
 


